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伊
勢
修
学
旅
行

記
憶

二
〇
二
二
年

韓
国
の
翰
林
日
本
大
学
校
の
キ
ム
・
ヒ

ン
ア
さ
ん

日

か
ん
り
ん

本
学
研
究
所

が

在
日
朝
鮮
人
の
伊
勢
神
宮
修
学
旅
行
と
戦
後
教
育

を

発
表
し
た

そ
の
中
で

戦
後
も
大
阪
府
の
小
学
校
の
修
学
旅
行
で
は
伊

勢
神
宮
参
拝
を
続
け
て
い
た
こ
と

在
日
朝
鮮
人
児
童
が
戦
前
と
変
わ
る
こ

と
な
く
伊
勢
神
宮
参
拝
を
強
制
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た

そ
の
報
告
を
聞
き

私
の
記
憶
が
蘇

た

私
の
新
任
校
の
修
学
旅
行
も

伊
勢
だ

た

一
九
七
一

昭
和
四
六

年

東
大
阪
市
立
長
瀬
南
小
学

校
修
学
旅
行
出
発
時
に
子
ど
も
た
ち
が
校
庭
に
集
め
ら
れ

業
者
か
ら
一
斉

に

赤
福
餅

の
注
文
票
が
配
ら
れ
た

そ
の
場
で
注
文
票
に
記
入
さ
せ

回
収

修
学
旅
行
の
終
了
時

校
庭
に
集
め
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
に

注
文

し
た
赤
福
餅
が
配
ら
れ
た

戦
前
か
ら
の
天
皇
制
に
根
を
持
つ
伊
勢
修
学
旅

行
と
業
者
と
の
結
び
つ
き

教
師
と
し
て
伊
勢
神
宮
参
拝
に
加
担
し
た
嫌
な

記
憶
が
今
も
残

て
い
る

嫌
な
記
憶
は

父
の
戦
死

父
を
死
に
至
ら
し

め
た
天
皇
制
と
強
固
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
う
一
つ
の
記
憶
は

一
九
五
五

昭
和
三
〇

年

私
が
六
年
生
の
時

の
修
学
旅
行
だ

茨
木
市
立
茨
木
小
学
校

や

ぱ
り
行
き
先
は
伊
勢

こ
の
時

足
指
を
骨
折
し
て
参
加
は
で
き
な
か

た

修
学
旅
行
が
終
わ
り

担
任
の
先
生
と
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
が
お
土
産
を
持

て

お
見
舞
い
に
来
て

く
れ
た

お
土
産
は
赤
福
餅
だ

た

長
ら
く
記
憶
の
底
に
眠

て
い
た
伊
勢
修
学
旅
行

今
回

そ
の
戦
後
に

お
け
る
復
活
と

ど
の
よ
う
に
行
き
先
が
広
島
修
学
旅
行
に
移
行
し
て
い

た
の
か

最
後
に
修
学
旅
行
の
現
状
ま
で
を
調
べ
て
み
よ
う
と
考
え
た

調

査
対
象
は

私
が
小
学
校
を
卒
業
し
今
も
住
む
茨
木
市

大
阪
府
の
教
員
と

し
て
ス
タ

ト
し
た
東
大
阪
市

そ
し
て
大
阪
府
下
市
町
村
に
強
く
影
響
を

与
え
て
い
る
大
阪
市
で
あ

た

戦
前

伊
勢
修
学
旅
行

茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館
に
市
立
小
中
学
校
の

周
年
記
念
誌

が
収
蔵

さ
れ
て
い
る

そ
こ
で
戦
前
の
伊
勢
修
学
旅
行
の
記
述
を
調
べ
る

並
行
し

て
大
阪
府
立
図
書
館
で
同
文
献
を
探
し
た

戦
前
の
伊
勢
修
学
旅
行
に
関
す

る
先
行
研
究
は
相
当
数
あ

た

伊
勢
修
学
旅
行
は
昭
和
戦
前
期
に
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
た

戦
後

伊
勢
修
学
旅
行
は
な
ぜ
続
い
た
の
か

ま
た
ど
の
よ
う
に
広
島
修
学
旅
行
に
転
換
し
た
の
か

松
岡

勲
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伊
勢
神
宮
へ
の
修
学
旅
行
は

外
宮
・
内
宮
参
拝
者
の
合
計
で
一
九
三
九

昭
和
一
四

年
に
二
二
〇
万
人
と
ピ

ク
に
達
し

中
略

戦
況
の
悪
化

し
て
き
た
一
九
四
三

昭
和
一
八

年
に
も
一
一
二
万
人
の
生
徒
児
童
が
訪

れ
て
い
る

神
宮
参
拝
と
い
う
直
接
教
授
に
よ

て

皇
室
崇
拝
・
敬
神

崇
祖
の
念
を
養
成
す
る
と
い
う
教
育
目
標
を
持

て
い
た

太
田
孝
著

昭
和
戦
前
期
の
伊
勢
参
宮
修
学
旅
行
と
旅
行
文
化
の
形
成

古
今
書
院
刊

こ
の
時
期
は
満
州
事
変

傀
儡
国
家
・
満
州
国
の
建
国

盧
溝
橋
事
件
を

発
端
に
し
た
日
中
戦
争
勃
発
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
時
期
で
あ
り

天
皇

制
と
天
皇
制
教
育
が
伊
勢
修
学
旅
行
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
た

東
京
そ
の
他
遠
方
か
ら
の
伊
勢
修
学
旅
行
に
は

国
家
や
都
道
府
県
・
市

町
村
に
お
い
て

運
賃
割
り
引
き
の
便
宜
や
行
政
的
配
慮
等
が
計
ら
れ
た
が

戦
況
の
悪
化
に
よ

て
戦
前
期
の
伊
勢
修
学
旅
行
は
終
わ
る

一
九
四
三
年
の
文
部
次
官
通
牒
に
よ

て

学
徒
動
員
体
制
の
確
立
と

国
策
重
点
輸
送
へ
の
協
力
が
強
い
ら
れ

初
等
科
児
童
に
対
す
る
参
宮
旅
行

は

私
鉄
を
利
用
す
る
近
県
以
外
は
認
め
ら
れ
な
く
な

た

つ
ま
り

こ

れ
を
も

て

東
京
市
の
参
宮
旅
行
は
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ

た

橋
本
萌
著

伊
勢
参
宮
旅
行

と

帝
都

の
子
ど
の
た
ち

六
花
出
版
刊

太
平
洋
戦
争
の
開
始
と
国
家
総
動
員
体
制
の
確
立

そ
し
て
戦
況
の
悪
化

が
戦
前
の
伊
勢
修
学
旅
行
を
終
わ
ら
せ
た

次
に
戦
前
の
伊
勢
修
学
旅
行
は
茨
木
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

の
か

同
市
各
小
学
校
の

周
年
記
念
誌

か
ら
見
て
み
よ
う

戦
前
の
茨

木
市
で
は

一
番
古
い
伊
勢
修
学
旅
行
の
事
例
は
大
正
一
〇
年
頃
に
始
ま
り

昭
和
戦
前
期
に
拡
大
し

戦
況
の
悪
化
し
た
一
九
四
四

昭
和
一
九
年

に

終
わ

て
い
る

遠
足
・
修
学
旅
行

そ
し
て
宿
泊
を
と
も
な
う
も
の
を
卒
業
旅
行
や
参
宮
旅
行
と
呼
ん
で
い

ま
す

こ
の
当
時
は

お
伊
勢
さ
ん

へ
行
く
の
が
あ
た
り
前
で
あ
り

伊

勢
神
宮
へ
参
る
の
が
第
一
の
目
的
で
し
た

創
立
百
周
年
記
念
誌

と
よ
川

戦
中
を
語
る

修
学
旅
行

修
学
旅
行
と
い
え
ば

｢

お
伊
勢
さ
ん

と
決
ま

て
い
ま
し
た

ど

こ
の
学
校
も
同
じ
で

豊
川
小
学
校
は
旅
館
も
毎
年
麻
野
館
で
し
た

修
学

旅
行
当
日
の
集
合
場
所
は
宿
川
原
で

そ
れ
も
朝
の
暗
い
中

ち

う
ち
ん

の
明
か
り
で
行

た
も
の
で
し
た

そ
し
て
宿
河
原
か
ら
茨
木
駅
ま
で
歩
き

そ
れ
か
ら
電
車
を
乗
り
継
い
で
行
き
ま
し
た

そ
し
て
戦
争
が
い
よ
い
よ
厳

し
さ
を
増
し
た
昭
和
一
八
年
は

三
島
郡
が
集
団
で
修
学
旅
行
を
し
た
覚
え

が
あ
り
ま
す

確
か
こ
れ
が
最
後
で

昭
和
一
九
年

二
〇
年
は
中
止
に
な

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

女
の
子
は
モ
ン
ペ
姿
で
し
た

創
立
百
周
年
記
念
誌

と
よ
川

昭
和
一
二
年
度

修
学
旅
行

当
時
の
修
学
旅
行
は
一
泊
で
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
た

楽
し
い
修
学
旅
行

の
コ

ス
は
今
も
変
わ

て
い
な
い

麿
光

茨
木
市
玉
櫛
小
学
校
百
周
年
史
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伊
勢
方
面
へ
二
泊
三
日
で
行
き
ま
し
た

今
の
よ
う
に
道
路
も
交
通
も
整

備
さ
れ
て
い
な
く
て
不
便
で
し
た
の
で

茨
木
駅
ま
で
歩
い
て
行

た
り

上
六
駅
ま
で
ト
ラ

ク
の
荷
台
に
山
積
み
に
な

て
行

た
記
憶
が
あ
り
ま

す

そ
れ
で
も
つ
ら
い
と
は
思
わ
ず
楽
し
み
で
し
た

忍
頂
寺

創
立
百
周
年
記
念
誌

伊
勢
参
宮
旅
行

伊
勢
参
宮
旅
行

尋
常
六
年

は
大
正
一
一
年
頃
か
ら
一
泊
二
日
で
行
わ

れ
た

後

大
正
一
四
年
よ
り
奈
良
・
大
阪
を
加
え

二
泊
三
日
と
し
て
充

実
し
て
行
わ
れ
た

清
渓

創
立
一
一
五
周
年
記
念
誌

遠
足
・
旅
行

六
年
生
の
伊
勢
・
奈
良
修
学
旅
行
は
最
も
思
い
出
深
く
エ
ピ
ソ

ド
も
多

い

年
度
に
よ

て
一
泊
二
日
の
年
と
二
泊
三
日
の
年
が
あ

た

茨
木
市

駅
か
ら
汽
車
で
京
都
・
亀
山
経
由
で
宇
治
山
田
駅
ま
で
行

た

昭
和
の
ご

く
初
め
で
は
学
校
か
ら
茨
木
駅
ま
で
夜
明
前
に
起
き
て
出
発

大
部
分
の
生

徒
は
わ
ら
じ
履
き
で
歩
い
た

学
校
ま
で
最
も
遠
い
高
山
地
区
の
生
徒
の
苦

労
は
並
大
抵
で
な
か

た

当
時
府
道
を
走
る
茨
木
広
運
社
の
乗
合
自
動
車

後
に
茨
木
妙
見
乗
合
自
動
車
と
改
名

は
箱
馬
車
の
様
な
小
さ
な
バ
ス
で

運
行
回
数
の
少
な
く

全
員
揃

て
乗
る
事
は
無
理
で
あ

た
し

当
時
は

大
人
も
あ
ま
り
バ
ス
を
利
用
せ
ず
歩
い
た

昭
和
一
一
年
度
の
旅
行
で
は
す

し
づ
め
で
あ

た
が
バ
ス
に
乗
せ
て
貰

た
よ
う
で
あ
る

第
一
日
目
の
宇

治
駅
に
着
く
や
否
や
親
か
ら
頼
ま
れ
た
お
土
産
の
赤
福
餅
・
生
姜
板
を
わ
れ

先
に
買
い
込
み

以
後
重
い
荷
物
を
も
て
あ
ま
し
先
生
に
笑
わ
れ
た
事
な
ど

話
題
に
事
欠
か
な
い

清
渓

創
立
一
一
五
周
年
記
念
誌

戦
争
中
の
伊
勢
参
宮

小
学
校
六
年
生
の
伊
勢
参
宮
は

二
見

浦
と
奈
良
で
泊
ま
る
二
泊
三
日

の
旅
行
と
し
て
続
け
ら
れ
て
来
た
が

戦
時
体
制
の
強
化
の
中
で
様
子
が
変

わ

て
来
た

一

昭
和
一
六
年
一
二
月
一
日

国
民
学
校
初
等
科
と
改
称
さ
れ
た
年
の
参

宮
は

奈
良
見
学
が
倹
約
さ
れ

二
見
で
の
一
泊
と
な
り
太
平
洋
戦
争
開
戦

直
前
の
伊
勢
参
り
と
な

た

児
童
は
自
分
の
食
べ
る
米
を
り
旅
館
に
持
参

し
た

二

昭
和
一
九
年
か
ら
戦
況
悪
化
の
た
め｢

参
宮
は
出
来
な
く
な

た

清
渓

創
立
一
一
五
周
年
記
念
誌

小
学
校
以
外
で
茨
木
市
立
養
精
中
学
校
が
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
国
民
学
校

に
移
行
後
も
伊
勢
修
学
旅
行
が
続
い
た
と
の
記
述
が
あ

た

昭
和
一
六
年
に
国
民
学
校
令
が
公
布
さ
れ

養
精
高
等
小
学
校
も
養
精
国

民
学
校
と
改
称
さ
れ
た

中
略

第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
突
入
し

学
校

教
育
は
国
防
化
の
体
制
へ
と
進
展
し
て
い

た

の
後
に

昭
和
一
七
年

伊
勢
旅
行

伊
勢
神
宮

と
キ

プ
シ

ン
の
あ
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

る

輝

養
精
一
〇
〇
周
年
記
念

戦
後

伊
勢
修
学
旅
行
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さ
ら
に
茨
木
市
教
育
委
員
会
に
戦
後
の
修
学
旅
行
の
推
移
に
関
す
る
資
料

を
問
い
合
わ
せ
た

市
内
の
小
学
校
四
校

豊
川
小
学
校

玉
島
小
学
校

玉
櫛
小
学
校

茨
木
小
学
校

を
訪
ね

卒
業
ア
ル
バ
ム

の
中
の
修
学

旅
行
の
写
真
を
調
べ
た

先
に
触
れ
た
キ
ム
・
ヒ

ン
ア
さ
ん
の
報
告
で
は

伊
勢
修
学
旅
行
の
戦

後
に
お
け
る
復
活
は

一
九
七
一
年

学
習
指
導
要
領

に
お
い
て

小

学
校
教
科
書
に
天
皇
制
神
話
復
活

天
皇
が
登
場

し
た
頃
が
画
期
と
さ
れ

て
い
た

私
の
経
験
か
ら
戦
後
の
伊
勢
修
学
旅
行
の
復
活
は
も

と
早
い
の

で
は
な
い
か
と
疑
問
に
思

た

そ
の
理
由
は

前
述
し
た
と
お
り

私
が

小
学
校
六
年
だ

た
一
九
五
五

昭
和
三
〇

年
に
茨
木
小
学
校
で
は
す
で

に
修
学
旅
行
は
伊
勢
で
あ

た

さ
ら
に
東
大
阪
市
で
教
員
と
し
て
の
最
初

に
修
学
旅
行
を
引
率
し
た
修
学
旅
行
も
伊
勢
だ

た

一
九
七
一
年

当

時
先
輩
教
員
か
ら
聞
い
た
の
は

ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
伊
勢
修
学
旅
行
だ

た

と
の
こ
と
だ

そ
れ
で
敗
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
中
は
伊
勢
修
学
旅
行

は
中
断
し
て
も

戦
後
も

と
早
く
伊
勢
修
学
旅
行
は
復
活
し
た
の
で
は
な

い
か

そ
の
後
継
続
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

そ
の
よ
う
に
思

た

の
は

戦
没
者
遺
児
の
靖
国
参
拝
の
研
究
を
し
た
時

占
領
中
の
中
断
を
除

い
て

戦
後
も
戦
前
と
同
様
に
参
拝
が
継
続
し
て
い
た
か
ら
だ

伊
勢
修
学

旅
行
も
同
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

伊
勢
修
学
旅
行
の
戦
後
の
歴
史
に
つ
い

て
調
べ
た
い
と
思

た

米
軍
占
領
中
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

太
田
孝
著
前
掲
書
で
は
次
の
よ
う

に
言
う

ア
メ
リ
カ
占
領
中
の
一
九
四
五

昭
和
二
〇

年
一
二
月
一
五
日
に

神

道
指
令

が
出
さ
れ
た

そ
れ
に
関
わ

て

文
部
省
は
同
時
期
に
都
道
府

県
に
通
牒
し
た

文
部
書
の
指
示
を
受
け

東
京
都
で
は
次
の
よ
う
に
通
達

し
た一

伊
勢
ノ
神
宮

明
治
神
宮
等
に
対
ス
ル
遙
拝
ハ
之
ヲ
取
止
ム
ベ
キ
コ

ト

注
意

宮
城
遙
拝
ハ
差
支
ナ
シ

二

氏
神
等
ニ
対
ス
ル
参
拝
ハ
不
可
ナ
ル
コ
ト

一
八
三
ペ

ジ

戦
後
の

修
学
旅
行
の
規
制
緩
和
は
一
九
五
〇

昭
和
二
五

年
頃
か

ら
で
あ
る
が

戦
後
の
教
育
の
地
方
分
権
で

修
学
旅
行
に
関
し
て
も
そ
の

実
施
基
準
は
都
道
府
県
毎
に
指
導
さ
れ
た

一
八
七
ペ

ジ

昨
秋
か
ら
調
査
に
着
手
し

茨
木
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
推
進
課

大
阪
市
教
育
委
員
会

初
等
・
中
学
校
グ
ル

プ

東
大
阪
市
教
育
委
員

会

教
育
推
進
室

を
訪
ね

修
学
旅
行
関
係
の
情
報
を
尋
ね
た

最
終
的

に
は
情
報
公
開
請
求
で
文
書
を
入
手
し
た

ま
た
各
市
の
調
査
に
入
る
前
に

学
校
現
場
に
詳
し
い
元
教
員
か
ら
事
前
情
報
を
入
手
後

茨
木
市
の
四
小
学

校
を
訪
ね

卒
業
ア
ル
バ
ム
で
修
学
旅
行
の
行
先
を
調
査
し
た

以
下
は
そ
の
中
で
明
ら
か
に
な

た
こ
と
だ
が

そ
の
中
の
豊
川
小
学
校

の

百
周
年
記
念
誌

に
は
戦
前
と
戦
後
の
修
学
旅
行
の
移
行
に
つ
い
て
興

味
深
い
記
述
が
あ

た
の
で

先
に
述
べ
る

茨
木
市
立
豊
川
小
学
校

茨
木
市
立
豊
川
小
学
校
の
創
立
百
周
年
記
念
誌

と
よ
川

一
九
九
八

平
成
一
〇

年
一
一
月
刊

に
豊
川
小
学
校
の
修
学
旅
行
の
推
移
が
掲
載

さ
れ
て
い
た

一

昭
和
初
期

一
九
七
四

昭
和
四
九

年

伊
勢
方
面

後
半
は
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鳥
羽
水
族
館
に
も
行
き
ま
し
た

二

一
九
七
五

昭
和
五
〇

年

一
〇
月
二
九
日

三
〇
日

姫
路

岡
山

倉
敷

水
島
コ
ン
ビ
ナ

ト

こ
の
年

三
重
国
体
が
あ
り

伊
勢

方
面
の
旅
館
が
と
れ
な
く
な
り

岡
山
方
面
へ
行
き
先
を
変
え
ま
し
た

三

一
九
七
六

昭
和
五
一

年

七
月
二
日

三
日

広
島

宮
島
方

面

平
和
学
習
の
一
環
と
し
て

広
島
平
和
公
園
を
訪
れ
ま
し
た

被
爆
体

験
の
聞
き
取
り
学
習
も
は
じ
ま

て
い
き
ま
し
た

宿
泊
は

宮
島
に
と
ま

り
ま
し
た

四

一
九
九
五

平
成
七
年

六
月
八
日

九
日

鈴
鹿
・
明
治
村
方

面

こ
の
年

阪
神
大
震
災
の
影
響
で
広
島
・
宮
島
方
面
の
宿
泊
が
困
難
に

な
り

急
き

鈴
鹿
方
面
へ
行
き
先
を
変
更
し
ま
し
た

明
治
村
の
見
学

鈴
鹿
サ

キ

ト
な
ど
は

こ
の
年
だ
け
と
な
り
ま
し
た

五

一
九
九
六

平
成
八

年

現
代

広
島

大
久
野
島
方
面

広
島

平
和
公
園
で
聞
き
取
り
学
習

平
和
学
習
に
加
え

宿
泊
先
が
宮
島
か
ら
大

久
野
島
に
変
わ
り
ま
し
た

大
久
野
島
で
の
第
二
次
大
戦
の
聞
き
取
り

注

毒
ガ
ス
製
造

平
和
学
習
を
一
歩
先
に
進
め

現
代
に
至

て
い
ま
す

創
立
百
周
年
記
念
誌

と
よ
川

後
に
豊
川
小
学
校
に
訪
ね

卒
業
ア
ル
バ
ム
も
調
べ
た
が
上
記
の
内
容
と

同
じ
だ

た

ま
た
Ｋ
校
長
は
教
諭
時
代
に

百
周
年
記
念
誌

の
編
集
員

を
し
て
い
た
と
の
こ
と

米
軍
占
領
中
の
修
学
旅
行
に
関
す
る
資
料
は
な
か

た
か
と
尋
ね
た
が

そ
の
時
期
の
資
料
は
ま

た
く
な
か

た

と
の

こ
と
だ

た

伊
勢

広
島
修
学
旅
行

転
換

以
下

茨
木

東
大
阪

大
阪
三
市
で
の
調
査
の
結
果
を
整
理
し
た

共

通
す
る
の
は

米
軍
占
領
期
の
資
料
が
な
か

た
こ
と
だ

そ
の
た
め
伊
勢

修
学
旅
行
が
戦
後
一
時
中
断
し
た
の
か

そ
れ
と
も
戦
後
も
中
断
せ
ず

続

い
た
の
か
分
か
ら
な
か

た

も
し
伊
勢
修
学
旅
行
が
中
断
し
た
と
し
て
も

い
つ
頃
か
ら
復
活
し
た
の
か
も
不
明
で
だ

た

茨
木
市

一

公
開
さ
れ
た

茨
木
市
立
小
中
学
校

修
学
旅
行
行
き
先
一
覧

学

校
教
育
推
進
課
作
成

で
は

二
〇
〇
八

平
成
二
〇

年
以
降
の
資
料
が

残

て
い
た
が

そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
不
明

修
学
旅
行
行
き
先
一
覧

に
よ
る
と

二
〇
〇
八

平
成
二
〇

年
の
伊
勢
修
学
旅
行
は
茨
木
小
学
校

清
渓
小
学
校

忍
頂
寺
小
学
校

水
尾
小
学
校

郡
小
学
校

白
川
小
学
校

彩
都
西
小
学
校
の
七
校
で

そ
の
後
徐
々
に
減
り

二
〇
一
〇

平
成
二
二

年
に
は
五
校

現
在
で
は
伊
勢
に
行

て
い
る
の
は
茨
木
小
学
校

水
尾
小

学
校
の
二
校
で
あ
る

昨
年
度
の

修
学
旅
行
行
程
表

が
全
校
分
公
開
さ

れ
た
が

先
に
触
れ
た
二
校
に
関
し
て

伊
勢
神
宮

お
か
げ
横
丁

見

学
・
昼
食

茨
木
小
学
校

伊
勢
神
宮
内
宮

水
尾
小
学
校

と
あ

る

退
職
教
員
Ｎ
さ
ん
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と

一
九
七
〇
年
代
に
先
行

組
が
広
島
へ

一
九
八
〇
年

九
〇
年
代
に
か
け
て
ほ
と
ん
ど
が
広
島
に
い

く
よ
う
に
な

た

最
後
ま
で
残

た
二
校
に
つ
い
て
は

当
時
校
長
が
超

保
守
派
で

校
長
と
地
域
の
保
守
勢
力
と
が
結
び
つ
き

伊
勢
修
学
旅
行
が

続
い
た

そ
の
過
去
の
遺
制
が
今
も
残

て
い
る

伊
勢
か
ら
広
島
に
変
え

る
の
に

現
場
教
員
は
ね
ば
り
強
く
が
ん
ば

た
が

大
変
苦
労
し
た

二

私
が
卒
業
し
た
茨
木
小
学
校
で
は

一
九
五
五
年

昭
和
三
〇
年

の
修
学
旅
行
が
伊
勢
で
あ

た

私
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
で
確
認

茨
木
で
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今
も
伊
勢
修
学
旅
行
に
行

て
い
る
二
校
の
う
ち
の
一
校
が
私
の
卒
業
校

だ
茨
木
市
で
は

戦
後
の
ど
の
時
点
で

伊
勢
修
学
旅
行
が
復
活
し
た
の
だ

ろ
う
か

茨
木
小
学
校
に
は
私
の
卒
業
の
前
年
ま
で
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
残

て
い

る

そ
れ
を
見
る
と

一
九
五
四

昭
和
二
九

年
の
修
学
旅
行
先
は

金

比
羅
神
宮
・
屋
島

そ
の
後
訪
ね
た
玉
島
小
学
校
で
も

創
立
五
十
周
年

記
念
誌

た
ま
し
ま

に

一
九
五
五

昭
和
三
〇

年

金
比
羅
旅
行
記

念

楽
し
か

た
修
学
旅
行

と
あ
る

ネ

ト
検
索
で
調
べ
る
と

戦
後

の
一
時
期

金
比
羅
神
宮
・
屋
島
は
関
西
の
人
気
の
修
学
旅
行
ス
ポ

ト
で

あ

た
ら
し
い

も
し
か
し
て
こ
の
時
期
頃
ま
で
伊
勢
修
学
旅
行
が
圧
倒
的

多
数
で
な
か

た
の
か
も
知
れ
な
い

三

玉
島
小
学
校
で
は
昭
和
五
〇

一
九
七
五

年
代
に
伊
勢

広
島
に

転
換
し
た

教
育
委
員
会
の
資
料
よ
り
古
い
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
残

て
い
て

詳
し
い
こ
と
が
分
か

た

ア
ル
バ
ム
に
よ
る
と

一
九
六
四

昭
和
三

九

年

伊
勢

一
九
六
八

昭
和
四
三

年

伊
勢

一
九
七
五

昭

和
五
〇

年

伊
勢

一
九
七
七

昭
和
五
二

年

広
島

一
九
七
九

昭
和
五
四

年

広
島

と
あ
る

そ
れ
以
降
は
広
島
が
続
い
て
い
る

茨
木
市
立
玉
櫛
小
学
校
で
も
一
九
八
〇
年
代
に
広
島
修
学
旅
行
に
移
行
し

て
い
る

四

現
在
の
中
学
校
の
修
学
旅
行
の
行
き
先
は
長
崎

沖
縄

信
州
が
ほ

ぼ
同
数

各
四

五
校

で
あ

た

ひ
と
つ
気
に
な
る
こ
と
は

元
特
攻

基
地
知
覧

鹿
児
島
県

へ
の
修
学
旅
行
が
あ
る
こ
と
だ

た

昨
年
度

の

修
学
旅
行
の
行
程
表

を
全
校
分
入
手
し

天
王
中
学
校
の
行
き
先
を

見
る
と

知
覧
特
攻
平
和
記
念
館

講
話

平
和
セ
レ
モ
ニ

と
あ
り

ど
の
よ
う
な
内
容
が
行
わ
れ
た
の
か
大
変
気
に
な

た

＊
元
特
攻
基
地
・
知
覧

鹿
児
島
県

ち

ら
ん

か

て
陸
軍
航
空
基
地
が
あ

た
知
覧

南
九
州
市

は
特
攻
戦
跡
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る

旧
基
地
跡
に
設
け
ら
れ
た
特
攻
平
和
観
音
堂
や
知
覧
特

攻
平
和
会
館
に
は

長
崎
原
爆
資
料
館
や
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
に
匹
敵

す
る
来
訪
者
が
訪
れ
て
い
る

だ
が

中
略

特
攻
出
撃
は
知
覧
住
民
の
体

験
で
は
な
い

福
間
良
明
著

戦
跡

の
戦
後
史

岩
波
書
店

大
阪
市

一

大
阪
市
教
育
委
員
会
を
訪
ね
る
前
に

元
同
和
教
育
推
進
校
の
校
長

だ

た
Ｏ
さ
ん
に
会
い
話
を
聞
い
た

大
阪
市
は
戦
後
一
貫
し
て
伊
勢
修
学

旅
行
が
体
制
で
あ

た

Ｏ
さ
ん
が
経
験
し
た
伊
勢

広
島
へ
の
推
移
に
つ

い
て
記
憶
を
辿

て
も
ら

た

一
九
七
五

昭
和
五
〇

年

一
九
八

二

昭
和
五
七

年

大
阪
北
視
覚
支
援
学
校

盲
学
校

伊
勢
志
摩

一
九
八
三

昭
和
五
八

年

同

答
志
島

一
九
八
四

昭
和

五
九

年

同

広
島

一
九
八
五

昭
和
六
〇

年

加
島
小
学

校

不
明

一
九
八
六

昭
和
六
一

二
〇
〇
三

平
成
一
五

年

同

広
島

二
〇
〇
四

平
成
一
六

年

二
〇
〇
六

平
成
一
八

年

城
北
小
学
校

広
島

二
〇
〇
七

平
成
一
九

年

高
殿
南
小
学

校

伊
勢
志
摩

二
〇
〇
八

平
成
二
〇

年

同

も
く
も
く
フ

ム

三
重

二
〇
〇
九

平
成
二
一

年

二
〇
一
二

平
成
二
四

年

同

広
島

大
阪
市
に
お
い
て
一
九
八
〇
年
代
後
半

徐
々
に

伊
勢
か
ら
広
島
へ
の
転
換
が
あ

た
こ
と
が
分
か
る

Ｏ
さ
ん
の
話
で
は

現
在
も
広
島
に
行

て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど

同
和
教
育
推
進
校

で
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そ
れ
以
外
は
現
在
も
伊
勢
志
摩
方
面
で
あ
る

校
長
会
と
近
畿
日
本
ツ

リ

ス
ト
の
結
び
つ
き
は
強
い

と
の
こ
と
だ

た

二

大
阪
市
教
育
委
員
会
の

大
阪
市
修
学
旅
行
行
き
先
一
覧

表
一

と

令
和
四
年
度

小
・
中
学
校

修
学
旅
行
計
画

を
入
手
し
た

資
料

は
平
成
二
五

二
〇
一
三

年
以
降
し
か
な
か

た

そ
れ
に
よ
る
と

三

重

主
に
伊
勢
・
志
摩

方
面
は

な
ん
と
七
〇
％
を
越
え
て
い
た

そ
の

内

何
割
が
伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
て
い
る
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ

た

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
記
す

三

さ
ら
に

同
市
の
二
〇
二
二
年
度
修
学
旅
行
の

行
程
表

全
校
分

を
請
求

入
手
し
た
が

大
変
気
に
な
る
こ
と
が
あ

た

伊
勢
神
宮
を
選

ん
だ
小
学
校
は
二
一
校

二
〇
二
一
／
令
和
三
年
の

三
重
方
面

の
総
数

が
二
〇
〇
校

で

三
重
方
面
の
一
割
が
伊
勢
神
宮
参
拝
を
し
て
い
る

こ

れ
は
非
常
に
多
い
と
思

た

ま
た

お
か
げ
横
丁

伊
勢
神
宮
の
す
ぐ
そ

ば

一
時
間

中
本
小
学
校

お
か
げ
横
丁

一
時
間
半

友
渕

小
学
校

が
あ
り

自
由
行
動
の
な
か
で
伊
勢
神
宮
参
拝
が
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る

さ
ら
に
異
常
に
長
い
内
宮
見
学

開
平
小
学
校

八
時
五
二

分

一
二
時
五
〇
分

昼
食
も
含
む

ま
で
あ

た

＊
お
か
げ
横
丁

伊
勢
神
宮
皇
大
神
宮
前
に
あ
る
お
蔭
参
り
で
賑
わ

た
江

戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
の
鳥
居
前
町
の
町
並
み
を
再
現
し
た
観
光

地

運
営
は
伊
勢
名
物
赤
福
餅
を
生
産
・
販
売
す
る
株
式
会
社
赤
福
の
子
会

社
で
あ
る
株
式
会
社
伊
勢
福
が
行
う

お
は
ら
い
町
の
中
ほ
ど
に
あ
り

伊

勢
志
摩
を
代
表
す
る
観
光
地
と
な

て
い
る

四

中
学
校
で
は

旧
特
攻
基
地
知
覧
に
行

て
い
る
学
校
が
三
校

大

和
川
中
学
校

茨
田
北
中
学
校

此
花
中
学
校

あ

た

そ
の
学
習
内
容

が
大
変
気
に
な
る

表１

重複回答あり
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東
大
阪
市

一

東
大
阪
市
教
育
員
会
を
訪
ね
る
と
と
も
に

当
時
知
り
合
い
だ

た

退
職
教
員
の
Ｏ
さ
ん
に
会
い

当
時
の
伊
勢
修
学
旅
行
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た

彼
女
は

私
が
東
大
阪
市
立
長
瀬
南
小
学
校
で
伊
勢
修
学
旅
行
を
引
率

し
た
同
時
期
に

東
大
阪
で
伊
勢
修
学
旅
行
を
経
験
し
て
い
た

一
九
七

一

昭
和
四
六

年
に
太
平
寺
小
学
校
当
時

修
学
旅
行
は
伊
勢
で
あ
り

参
拝
の
際
に

礼

を
し
な
い
取
り
組
み
を
し
て

ギ
リ
ギ
リ
の
抵
抗
を
し

た

そ
の
後

時
期
は
は

き
り
し
な
い
が

伊
勢
か
ら
二
見

浦
に
変

更
さ
せ
た

一
九
八
五
年
頃

こ
れ
も
時
期
は
は

き
り
し
な
い

柏

田
小
学
校
で
は
伊
勢
か
ら
広
島
に
変
わ

た

と
の
こ
と
だ

た

二

五
十
年
ぶ
り
に
長
瀬
南
小
学
校
を
訪
ね
た

残
念
な
が
ら

私
が
担

任
し
た
当
時
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
残

て
い
な
か

た
が

次
の
年

一
九

七
二
年

の
ア
ル
バ
ム
が
あ

た

伊
勢
だ

た

な
お
私
の
所
有
す
る
当

時
の
ク
ラ
ス
写
真
の
ア
ル
バ
ム
に
は

修
学
旅
行
記
念

真
珠
島

昭
和

四
六
年
五
月
一
五
日

が
あ
る

三

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
教
育
室
教
育
室
が
開
示
し
た

東
大
阪
市
修

学
旅
行
一
覧

表
二

は
二
〇
一
七

平
成
二
九

年
以
降
の
資
料
だ

た

二
〇
一
七

平
成
二
九

年

三
重

九

広
島

四
一

そ

の
他

一
九

と
あ
り

直
近
の
二
〇
二
二

令
和
四

年
は

三
重

二

広
島

四
七

そ
の
他

二

／
播
磨
・
淡
路
島

と
な

て
い
た

さ
ら
に
公
開
さ
せ
た

修
学
旅
行
目
的
地

に
も

三
重

二

播
磨

一

と
が
あ
り

そ
の
詳
細
を
さ
ら
に
開
示
請
求
し
た

四

二
〇
二
二
年
の

三
重

の
中
に
は
伊
勢
神
宮
参
拝
は
な
か

た
が

播
磨

が
兵
庫
県
の
元
特
攻
基
地
の
鶉
野
飛
行
場
見
学
で

縄
手
東
小
学

校
が
行

て
い
た

公
開
さ
せ
た

修
学
旅
行
の
し
お
り

に
は

鶉
野
飛

表２

コロナのため

日帰りも含む

日帰りも含む
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行
場
資
料
館
で
の

平
和
セ
レ
モ
ニ


平
和
学
習
講
話

飛
行
場

防

空
壕
め
ぐ
り

と
あ
る

そ
の
学
習
内
容
が
大
変
気
に
な
る

中
学
校
で
知

覧
に
行

て
い
る
学
校
は
な
か

た


＊
元
特
攻
基
地

鶉

野

兵
庫
県


う
ず
ら

の

鶉
野
は
最
近
加
西
市
な
ど
旧
海
軍
の
特
攻
基
地
ゆ
か
り
の
四
市
が
提
携

し

戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
や
農
漁
村
体
験
を
セ

ト
に
し
た

平
和
ツ

リ
ズ

ム

を
提
唱
し

修
学
旅
行
に
特
攻
の
戦
争
遺
跡
を
巡
る
ツ
ア

を
宣
伝
し

て
い
る


平
野
次
郎
著


平
和
教
育

の
名
で

特
攻
賛
美

に
な
ら
な
い
か



週
刊
金
曜
日

一
三
九
六
号


わ





修
学
旅
行

今



以
上

見
て
き
た
よ
う
に
一
九
八
〇
年
代
に
大
阪
府
下
の
修
学
旅
行
は
伊
勢

か
ら
広
島
に
変
わ

て
行

た

そ
の
背
景
に
あ

た
の
は
世
界
的
に
進
ん

だ
反
核
平
和
運
動

地
方
自
治
体
で
の
非
核
都
市
宣
言
運
動
な
ど
平
和
運
動

が
進
ん
だ
こ
と
が
あ

た

ま
た
教
育
に
お
い
て
も
差
別
を
許
さ
な
い
部
落

解
放
教
育
運
動
と
平
和
教
育
と
が
結
び
つ
い
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
あ


た

三
市
の
修
学
旅
行
が
広
島
に
転
換
し
て
い

た
の
は

同
和
教
育
推
進

校

が
牽
引
と
な

て
い
た


昨
年
八
月
末
か
ら
大
阪
府
下
三
市
に
お
け
る
戦
後
の
修
学
旅
行
の
推
移
に

つ
い
て
調
べ
始
め
た
が

ず
い
ぶ
ん
と
時
間
を
か
け
た
割
に
は
事
実
関
係
の

概
要
し
か
明
ら
か
に
な
ら
な
か

た

残
念
だ

た
の
は

一
番
知
り
た
か


た
戦
後
米
軍
占
領
期
の
伊
勢
修
学
旅
行
の
資
料
が
三
市
で
は
見
つ
か
ら
な

か

た
こ
と
だ

伊
勢
修
学
旅
行
が
占
領
期
の
中
断
を
経
て

い
つ
頃
復
活

し

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
し
て
伊
勢
修
学
旅
行
が
支
配
的
に
な

た
の
か


は

き
り
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

た


ま
た

気
に
な
る
の
は

三
市
に
お
い
て
今
も
伊
勢
修
学
旅
行
が
残

て

い
る
こ
と
だ

大
阪
市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
は
か
な
り
の
数
だ

実
際
の

と
こ
ろ

伊
勢
神
宮
に
参
拝
さ
せ
て
い
る
教
員
は
ど
の
よ
う
な
現
状
認
識
と

思
い
で
伊
勢
修
学
旅
行
を
引
率

指
導
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

ま
た
子
ど

も
た
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
伊
勢
修
学
旅
行
を
経
験
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

を
知
り
た
い

ま
た
保
護
者
の
想
い
は
ど
う
な
の
か

そ
こ
に
立
ち
戻
り


今
後
は
さ
ら
に
現
在
の
修
学
旅
行
を
見
て
行
き
た
い


さ
ら
に
調
査
が
進
ん
で
大
変
気
が
か
り
な
の
は

戦
争
中
の
元
特
攻
隊
基

地
を
修
学
旅
行
の
行
き
先
に
し
て
い
る
小
中
学
校
が
少
数
で
あ
る
が
現
れ
て

い
る
こ
と
だ

中
学
校
で
鹿
児
島
県
の
知
覧

小
学
校
で
は
兵
庫
県
の
鶉
野

だ

こ
れ
に
つ
い
て
も
元
特
攻
基
地
見
学
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
か
詳
し
く
知
り
た
い

現
在
の
伊
勢

元
特
攻
基
地
へ
行

て
見

る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る


最
後
に
教
員
と
し
て
の
私
の
修
学
引
率
体
験
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
続
い

た
か
に
つ
い
て
書
い
て
お
く

私
は
一
九
七
二
年
に
東
大
阪
市
か
ら
高
槻
市

立
富
田
小
学
校
に
転
勤
し
た

当
時
高
槻
市
に
は
伊
勢
修
学
旅
行
は
す
で
に

な
く

富
田
小
学
校
は
岡
山
県
蒜
山
高
原
に
行

て
い
た

私
の
学
年
集
団

が
一
九
八
一

昭
和
五
六

年
に
広
島
の
修
学
旅
行
に
切
り
替
え
た

前
年


広
島
の
修
学
旅
行
を
先
駆
的
に
始
め
て
い
た
松
原
市
立
布
忍
小
学
校
の
修
学

旅
行
に
見
学
参
加
し

一
部
始
終
を
学
ん
だ

語
り
部
の
佐
伯
敏
子
さ
ん
と

出
会
い

翌
年
富
田
小
学
校
の
修
学
旅
行
で
体
験
を
語

て
い
た
だ
い
た


ま
た
折
り
鶴
の
会
の
川
本
一
郎
さ
ん
と
韓ハ

広
順
さ
ん
に
お
話
し
て
い
た
だ
い

ン
カ
ン
ス
ン

た

養
護
老
人
ホ

ム
で
被
爆
者
の
お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
に
も
お
会
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い
し
た

こ
の
富
田
小
学
校
の
取
り
組
み
は

高
槻
市
内
の
広
島
修
学
旅
行

の
嚆
矢
と
な

た

佐
伯
さ
ん
と
は
亡
く
な
る
二
〇
一
七
年
ま
で
交
流
が
続

い
た

一
九
八
六
年
に
高
槻
市
立
第
四
中
学
に
転
勤
し

翌
年

信
州
か
ら

長
崎
に
行
き
先
を
転
換
し
た

語
り
部
の
被
爆
者
の
方
が
被
爆
し
た
当
時
の

場
所
に
立
ち

六
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
お
話
を
聞
い
た
記
憶
が
今
も
新
し
い

こ
れ
が
高
槻
市
の
長
崎
修
学
旅
行
の
最
初
と
な

た

そ
の
後
芝
谷
中
学
校

で
も
長
崎
修
学
旅
行
に
取
り
組
み

定
年
退
職
す
る
前
年

柳
川
中
学
校
で

沖
縄
修
学
旅
行
に
取
り
組
ん
だ

こ
の
時

市
内
で
す
で
に
数
校
が
沖
縄
の

修
学
旅
行
に
取
り
組
ん
で
い
た

思
い
返
す
と

私
の
教
員
経
験
の
な
か
で
修
学
旅
行
が
大
き
な
比
重
を
し

め
て
い
た

今
も
広
島
と
の
関
わ
り
を
持
ち
続
け
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
で
中

断
し
て
い
た
広
島
訪
問
を
昨
年
復
活
し

今
年
も
六
月
に
広
島
を
訪
ね

被

服
支
敞
な
ど
新
た
な
訪
問
を
す
る

今
も
小
中
学
校
で
ど
の
よ
う
に
広
島
修

学
旅
行
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
強
い
関
心
を
持

て
い
る

最
後
に
東
大
阪
市
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
は

丁

章

さ
ん
に
大
変
お
世

チ
ヨ
ン
ジ
ヨ
ン

話
に
な

た

感
謝
し
ま
す

二
〇
二
三
・
七
・
五


